
















































An Analysis of the Development Condition to the Agribusiness



































































































(平成) 年 自社商品直売所 ｢芋屋
長兵衛本店｣ オープン

































 営農の取り組み (栽培品目､ 栽培面積の
推移､ 出荷量等)
栽培品目は､ サツマイモ､ 春じゃが､ 秋じゃ
































と ｢合理的な作付体系｣ を基礎とし､ 化学肥料
や農薬等を効率的に利用することで､ それらへ
















































































































輸出品目には､ イモ焼酎､ 団子､ 焼き芋､ サ













































































































































































































































































































































シング (赤紫蘇エキス) 香料等を開発し､ 販売
している｡
生鮮の紫蘇と加工品をアメリカ､ シンガポー
























ているが､ 昨年 (年) は約
件の成約があっ





































られ､ 時差 (夏時間の場合９時間) の関係で､
ロンドン時間で明後日の朝５時頃に品物が到着
する｡ 早朝に検疫を受けるので､ 明後日 (２日







































































れないので､ 工場を建設し､ 芋ペースト､ いき








































































菜情報』 第号､ 年月､ 	
.
[２] 農林水産省 ｢６次産業化の推進について｣
年６月｡
[３] 農林水産省 ｢農林水産物・食品の輸出促進
対策の概要～食料産業局輸出促進グループ～｣
年９月｡
[４] 九州知事会事務局 ｢九州地域戦略会議夏季
セミナー第２分科会議事録｣ 年９月
[５] 九州農業成長産業化連携協議会 ｢九州農業
成長産業化連携協議会・香港ミッション｣ 
年９月
[６] 甲斐諭 ｢福岡・九州とアジアにおける農業
ビジネスの展開｣ 福岡アジア都市研究所編
『福岡・九州のアジアビジネス戦略～アジア
における福岡ビジネス圏の形成に向けて～』
年３月､ 	.
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